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■工　事　名　称：（仮称）横浜千歳計画
■建　物　名：横浜ベルエポック美容専門学校
■工　事　場　所：神奈川県横浜市中区千歳町３－６
■建　築　主：学校法人東京滋慶学園
■敷　地　面　積：．㎡
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：７階
■総　合　監　修：ジケイ・スペース株式会社ＤＵＣＥ
■設計・監理：飛島建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：飛島建設株式会社
■工　　　期：年３月１日～年５月日

写真提供：飛島建設株式会社

　学校法人東京滋慶学園（中村道雄理事長）が横浜市中区に
建設した「横浜ベルエポック美容専門学校」が完成した。原
宿校、東京校、札幌校、福岡校に続き、年４月に新規開
校する。美と健康の総合コーディネーターを養成する機関と
して、新たな学びの価値、共生共存できる地域社会の実現を
目指す。横浜の歴史を表現するデザインを取り入れた建物は、
設計と施工を飛島建設が担当した。

　学校法人東京滋慶学園は、「実学教育」「人間教育」「国際教育」の三つ
の教育理念を基礎として、時代に即した職業人教育を行っています。年
４月には、横浜市に高度な専門職業人材を養成する拠点として横浜ベルエポ
ック美容専門学校を開校いたします。労働人口が減少する中でも持続可能な
未来を創り、人々の不安を少しでも軽減できるよう、新たな学びの価値、共
生共存できる地域社会の実現を目指したものです。

　校舎は、～分ほど歩けば、みなとみらいエリアや中華街など国際的な
港町である横浜のシンボルとなる場所に行くことができる絶好の場所に位置
しています。そのような環境の中で、横浜の歴史を表現する「赤れんが」を
透かし積みのデザインに採用し、美容の新しい歴史をこの地から発信できる
ようにしたいという私たちの願いを込めました。日中は室内の目線や日差し
よけ対策、夜はれんがの隙間からもれる光が街並みを優しく照らします。
　同校の設立学科は美容師科とヘアメイク科です。両科を巣立った人材が目
指す職業は、美容師、ヘアメイク、ブライダルヘアメイク、ビューティーア
ドバイザー、ヘアカラーリスト、アイデザイナー、ヘッドスパニストなどで
す。
　今回の横浜校は、原宿校、東京校、札幌校、福岡校に続いて開設すること
となります。東京滋慶学園では、美と健康の総合コーディネーターを養成す
る機関として、専門技術のみならず、多様な個性に対応できる感性、創造力、
コミュニケーション力、情報力を有した社会に有用な人材を育成していきた
いと考えています。業界の最新情報やカリキュラム、就職支援などの情報を
全校で共有しながら引き続き、毎年カリキュラム内容の刷新にも取り組んで
まいります。
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